
地域の声に
応えます！
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・
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賀
会
開
催
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沖縄医療生協の現状 2019年10月末

組合員数
出 資 金

95,965人
18億4,614万8千円
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発行人

発行所

沖縄医療生協の現状
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面
に
続
く すずりんちゃん（ヨークシャーテリア）（犬）
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期
待
と
喜
び
に
あ
ふ
れ

　
　
　
　
希
望
に
満
ち
て

11
月
1�
日
（
土
）
と
1�
日
（
日
）

の
２
日
間
、
午
前
11
時
〜
午
後
２

時
ま
で
内
覧
会・祝
賀
会
を
開
催
、

途
中
1�
時
に
は
式
典
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

1�
日
は
沖
縄
市
長
や
中
部
地
区

医
師
会
長
、
そ
し
て
近
隣
の
病
院

を
中
心
に
、
介
護
施
設
や
業
者
を

お
招
き
し
、
２
７
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
翌
1�
日
に
は
、
沖
縄
医

療
生
協
の
地
域
組
合
員
１
２
０

名
の
参
加
が
あ
り
、
２
日
間
で

３
９
０
名
の
参
加
で
し
た
。

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
や

式
典
で
は
、
多
く
の
方
々
に
祝
福

を
い
た
だ
き
、
職
員
も
希
望
に
満

ち
た
表
情
で
し
た
。
沖
縄
市
の
桑

江
朝
千
夫
市
長
、
中
田
安
彦
中
部

地
区
医
師
会
長
の
祝
辞
で
は
当
院

に
対
す
る
今
後
の
医
療
活
動
・
介

護
活
動
に
期
待
を
寄
せ
る
言
葉
も

あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
横
矢
隆
宏

副
理
事
長
、
与
儀
洋
和
院
長
、
座

波
政
美
県
連
会
長
、
沖
縄
医
療
生

協
の
安
里
嗣
淳
理
事
、
山
田
義
富

う
る
ま
具
志
川
北
支
部
長
等
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
中
部
協
同
病
院
の

設
立
で
尽
力
さ
れ
た
先
人
の
方
々

の
苦
労
話
や
医
療
生
協
の
長
期
計

画
、地
域
組
合
員
の
期
待
と
喜
び
、

そ
し
て
内
覧
会
参
加
者
か
ら
も
新

病
院
の
出
来
栄
え
を
高
く
評
価
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
期
待
に
応
え

　
貢
献
し
て
い
き
ま
す

　
中
部
協
同
病
院
は
今
年
で
3�
年

目
を
迎
え
、
1�
月
１
日
（
日
）
新

病
院
に
移
転
し
、
２
日
（
月
）
よ

り
新
た
な
医
療
・
介
護
活
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
組
合
員
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
医
療
・
介
護
を
通
し
て

人
々
の
支
え
に
な
る
病
院
と
し
て

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
組
合
員
、
各

事
業
所
の
ご
支
援
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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糖
尿
病
は
慢
性
疾
患
と
呼
ば
れ
、

長
期
的
に
治
療
が
必
要
な
疾
患
で

す
。
糖
尿
病
そ
の
も
の
で
重
症
化

す
る
こ
と
は
少
な
く
、
高
度
な
高

血
糖
（
血
糖
値
お
お
よ
そ
４
５
０

㎎
／
EM
以
上
）
や
低
血
糖
（
血
糖

値
�0
㎎
／
EM
以
下
）
に
な
ら
な
い

限
り
自
覚
症
状
を
感
じ
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。（
正
常
空
腹
時

血
糖
値
�0
〜
１
１
０㎎
／
EM
）

　
し
か
し
、
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
不
十
分
な
状
態
が
長
く
続
く

と
様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
、
身
体
症
状
を
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
症
状

が
出
て
か
ら
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
開
始
し
て
も
症
状
を
抑
え
る

こ
と
は
難
し
く
、痛
み
や
だ
る
さ
、

つ
ら
さ
を
解
消
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
り
生
活
に
支
障
を
来
た
す
方

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
も
糖
尿
病
合
併
症
は
、
全

身
（
足
の
つ
ま
先
か
ら
頭
の
て
っ

ぺ
ん
ま
で
）
に
起
こ
り
ま
す
。
合

併
症
の
発
症
は
個
々
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
糖
尿
病
性
三
大
合
併

症
と
呼
ば
れ
る
腎
症
・
網
膜
症
・

神
経
障
害
に
よ
り
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
方
は
多
く
、
治
療

も
難
渋
し
て
い
ま
す
。

合
併
症
発
症
を
抑
え
る
た
め
に

も
早
期
か
ら
糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
ず
は
糖
尿
病
に
つ
い
て
し
っ

か
り
理
解
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

基
本
を
知
る
こ
と
。

　
そ
し
て
、
自
分
に
出
来
る
、
正

し
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
を
見
つ

け
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
合
併

症
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
方
法
が
正
し

い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
な
の
か
！
自

分
に
合
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
が

わ
か
ら
な
い
！
と
い
う
方
は
、
医

師
や
糖
尿
病
療
養
指
導
士
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
活
保

護
２
万
８
３
０
６
世
帯
、
全
国
最

下
位
の
県
民
所
得
、
増
税
で
一
番

被
害
を
受
け
る
の
は
沖
縄
県
民
で

す
。
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。

　
景
気
対
策
と
し
て
の
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
5
％
還

元
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
業
者

に
と
っ
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
た
め
の
端
末
機
導
入
の
費

用
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
手
数
料
負

担
、
レ
ジ
導
入
な
ど
で
利
益
が
削

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
ポ
イ

ン
ト
還
元
の
決
済
事
業
者
と
な
っ

た
金
融
機
関
や
流
通
大
手
に
は
、

莫
大
な
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
経
済
産
業
省
は
、
実
施
1

週
間
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
額
が
1
日

平
均
8
億
２
０
０
０
万
円
に
上
っ

た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
来
年
�

月
末
の
経
済
対
策
期
間
で
試
算
す

る
と
２
２
０
０
億
円
の
税
金
投

入
で
す
。
税
金
投
入
は
、
来
年
�

月
に
終
了
し
ま
す
が
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し
た
零
細

業
者
は
、
そ
の
後
も
手
数
料
負
担

が
続
き
ま
す
。
史
上
初
め
て
導
入

さ
れ
た
「
8
％
と
10
％
」
と
い
う

複
数
税
率
、
消
費
者
を
混
乱
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、業
者
は
領
収
書
、

　
消
費
税
10
％
が
実
施
さ
れ
�

カ
月
。
あ
る
居
酒
屋
さ
ん
は
、

「
目
に
見
え
て
客
が
減
っ
た
」

と
嘆
い
て
い
ま
す
。
景
気
へ
の

悪
影
響
は
必
至
で
す
。

　

食
品
大
手
は
「
10
％
に
な
る

と
す
べ
て
の
製
造
コ
ス
ト
が
上

昇
し
、
税
率
8
％
で
も
値
上
げ

し
な
い
と
利
益
が
確
保
で
き
な

い
」
と
、
す
で
に
昨
年
秋
か
ら

値
上
げ
を
実
施
し
、
増
税
後
の

「
批
判
そ
ら
し
」を
行
い
ま
し
た
。

　
低
所
得
者
対
策
の
「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
世
論
調
査
で
は
、
対
象

世
帯（
非
課
税
世
帯
）の
う
ち
、

商
品
券
購
入
の
申
込
世
帯
は
、

３
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
理
由
の
多
く
が
「
商
品
券

を
購
入
す
る
現
金
が
手
元
に
な

請
求
書
、
帳
簿
に
8
％
と
10
％
を

分
け
て
表
示
す
る
「
区
分
記
載
」

が
求
め
ら
れ
、
費
用
負
担
と
と
も

に
実
務
負
担
も
押
し
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

�
年
後
か
ら
の
本
格
導
入
が
狙

わ
れ
て
い
る
の
が
イ
ン
ボ
イ
ス

（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
税
務
署

が
発
行
す
る
番
号
が
記
載
さ
れ
た

領
収
書
や
請
求
書
が
な
い
と
消
費

税
申
告
の
際
に
経
費
と
し
て
差
引

く
こ
と
が
で
き
ず
、
税
務
署
に
納

め
る
消
費
税
が
増
加
し
ま
す
。
全

国
で
１
５
０
万
社
の
零
細
業
者
が

倒
産
・
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
と

言
わ
れ
、
地
域
か
ら
商
売
人
が
消

え
て
し
ま
い
ま
す
。
日
本
経
済
を

支
え
る
中
小
業
者
を
守
る
た
め
の

た
た
か
い
が
始
ま
り
ま
す
。

糖
尿
病
治
療
の
基
本

糖
尿
病
治
療
の
基
本
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沖
縄
商
工
会
連
合
会
　事
務
局
長
　知
念
三
四
志

11
月
9
日
（
土
）、
介
護
職
部

会
主
催
「
11
月
11
日
介
護
の
日
」

の
街
頭
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

南
部
地
域
は
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
ー
豊
見
城
店
、
中
部
地
域

は
コ
ー
プ
お
き
な
わ
美
里
店
で

行
い
、
約
50
名
の
職
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー

豊
見
城
店
で
開
催
す
る
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、
場
所
は
明
る
く

雰
囲
気
も
良
く
、
開
催
場
所
と

し
て
は
和
や
か
な
感
じ
で
し
た
。

　
中
部
は
客
足
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、店
舗
を
拠
点
と
し
、

各
地
に
散
ら
ば
り
請
願
署
名
を

集
め
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。

　
街
頭
宣
伝
行
動
は
事
業
所
代

表
ス
ピ
ー
チ
リ
レ
ー
で
始
ま
り
、

請
願
署
名
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
ラ

カ
ー
ド
持
ち
・「
介
護
ウ
ェ
ー
ブ

の
集
い
」「
介
護
相
談
」
の
チ
ラ

シ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
寒
空
の
中
で
の
開

催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
職

員
の
頑
張
り
で
準
備
し
て
い
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ほ
と
ん
ど
配
布

し
、
請
願
署
名
は
南
部
・
中
部
合

わ
せ
て
１
０
４
筆
集
ま
り
、
最
後

は
参
加
し
た
職
員
み
ん
な
で
「
い

い
介
護
・
い
い
笑
顔
で
」
集
合
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
様
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
ま
た
来
年
も
「
い

い
介
護
の
日
」
を
共
に
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
��
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10
月
�8
日
（
月
）、
沖
縄
協
同

病
院
講
堂
で
平
和
活
動
委
員
会
主

催
「
組
合
員
が
語
る
戦
争
体
験
」

を
聞
く
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
戦
は
「
鉄
の
暴
風
」
と
言

わ
れ
、
旧
制
中
学
、
女
学
校
、
師

範
学
校
等
の
学
徒
隊
に
つ
い
て
は

語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
学
校
を
卒
業
し
た

少
年
た
ち
も
兵
役
に
徴
収
さ
れ
、

短
期
間
訓
練
し
、
一
人
前
の
兵
隊

と
し
て
少
年
護
郷
隊
（
小
学
校
卒

1�
歳
〜
1�
歳
の
少
年
）
や
ゲ
リ
ラ

斬
り
込
み
部
隊
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
（
２
０
１
５
年
8
月
11
日
）
で

放
映
さ
れ
る
ま
で
そ
の
存
在
を
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ま
た
ま
、

そ
の
番
組
を
見
て
い
た
ら
、
親
戚

の
叔
父
さ
ん
が
映
っ
て
「
少
年
ゲ

リ
ラ
部
隊
」
の
存
在
を
知
り
ま
し

た
。

　
今
回
、
講
師
に
招
い
た
高
江
洲

　
２
０
１
９
年
日
本
平
和
大
会
が

沖
縄
で
11
月
8
日
、
9
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
平
和
大
会
は

軍
事
同
盟
を
や
め
さ
せ
、
基
地
を

撤
去
さ
せ
、
平
和
な
日
本
に
し
よ

う
と
全
国
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
が
毎
年
開
催
し
、
学
習
を
深
め

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
６
年
に
第
１
回
大
会
が

11
月
�
日
（
土
）、

恒
例
の
辺
野
古
座
り

込
み
15
周
年
行
動
が
、

１
１
６
人
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
、
ヘ

リ
基
地
反
対
協
議
会

が
結
成
さ
れ
て
以
来
、

辺
野
古
の
浜
で
の
座
り
込
み
が
�0

年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
医
療
生

協
も
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
平
和

を
つ
く
る
」
立
場
か
ら
辺
野
古
の

浜
で
の
座
り
込
み
連
帯
行
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
�
日
は
、
そ

の
連
帯
行
動
が
15
年
を
迎
え
た
と

い
う
こ
と
で
取
り
組
ま
れ
た
行
動

で
す
。
こ
れ
か
ら
寒
い
冬
場
を
暖

か
く
座
り
込
め
る
よ
う
に
と
、
毎

年
木
炭
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
な
ら
辺
野
古
の
現
状
に
つ

い
て
の
学
習
会
な
ど
�
時
間
程
度

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
う
の
で
す
が
、

そ
の
日
は
第
1
土
曜
日
で
、
辺
野

国
・
県
内
合
わ
せ
て
１
０
０
０
人

以
上
の
人
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

辺
野
古
座
り
込
み
連
帯
行
動
、

開
会
集
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
分

科
会
、
閉
会
集
会
、
パ
レ
ー
ド
と

二
日
間
で
盛
り
沢
山
の
日
程
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
沖
縄
で
開
催
で
き
た
こ
と

で
、
沖
縄
と
全
国
が
心
を
ひ
と
つ

に
し
て
共
同
を
広
げ
「
基
地
の
拠

点
」
か
ら
「
平
和
の
拠
点
」
へ
と

変
え
て
い
く
良
い
機
会
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
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義
一
氏
の
兄
の
戦
死
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
を
受
け
る
中
か
ら

少
年
護
郷
隊
（
ゲ
リ
ラ
部
隊
）
は

山
に
潜
み
、
存
在
を
隠
し
な
が
ら

最
前
線
で
奇
襲
攻
撃
を
か
け
て
負

傷
し
、
戦
死
し
ま
し
た
。

　
国
家
と
郷
土
を
守
る
た
め
に
と

洗
脳
さ
れ
、
若
い
命
を
失
っ
た
少

年
た
ち
、
兄
の
義
英
少
年
兵
、
二

度
と
戦
争
を
起
こ
し
た
ら
い
け
な

い
と
、
と
つ
と
つ
と
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。
戦
後
��
年
経
っ
て
風
化

さ
せ
な
い
活
動
（
日
本
国
憲
法
を

守
る
）
が
、
今
必
要
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
高
江
洲
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
ヤ
ン
バ
ル
少
年
の
叔
父
と
重

ね
て
お
り
ま
し
た
（
イ
ク
サ
ー
ナ

ラ
ン
ド
ー
…
…
イ
ク
サ
ー
ナ
ラ
ン

ド
ー
）。ಹ
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東
京
の
横
田
基
地
近
く
で
開
催
さ

れ
１
５
０
０
人
余
の
人
達
が
参
加

し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　
今
回
の
「
日
本
平
和
大
会
iO
沖

縄
」
に
は
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
中
止
を
求
め
る
沖
縄
県
民
の
粘

り
強
い
た
た
か
い
に
連
帯
し
、
平

和
な
日
本
を
目
指
す
全
国
の
運
動

を
交
流
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
全

古
ゲ
ー
ト
前
で
の
月
1
回
の
行
動

日
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
30

分
ほ
ど
で
浜
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

終
わ
り
、
ゲ
ー
ト
前
で
の
集
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
に
参
加
し
て
毎
回
感
じ
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
行
動
は
正
し

い
、
県
民
が
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張

り
続
け
れ
ば
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
は
必
ず
止
め
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
確
信
で
す
。

1�
周
年
、
1�
周
年
の
行
動
の
な

い
日
が
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。ҏ

ྑ
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〜
組
合
員
が
語
る
戦
争
体
験
を
聞
く
会
〜

「
あ
な
た
へ
の
伝
言
」
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功
に
向
け
た
年
間
�
億
円
を
め
ざ

す
増
資
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
11
月
末
時
点
で
７
８
０
０

万
円
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
、
レ
イ
ン
ボ
ー
増
資
（
�
種

類
の
大
口
増
資
）
に
よ
る
も
の
が

約
３
０
０
０
万
円
と
な
り
、
取
り

組
み
を
大
き
く
後
押
し
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
運
動
を
力
に
1�
月
�

日
い
よ
い
よ
新
中
部
協
同
病
院
が

開
院
し
ま
し
た
。
広
く
大
き
く
、

明
る
く
な
っ
た「
わ
っ
た
ー
病
院
」

に
多
く
の
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
事
業
計
画
は

２
０
２
２
年
�
月
開
院
予
定
で
新

危
機
感
を
共
有
す
る
よ
う
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
沖
商
連
よ
り
国
保

税
引
き
下
げ
な
ど
国
保
改
善
署
名

３
４
４
１
筆
を
提
出
。
国
保
税

の
大
幅
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る

２
０
２
４
年
度
ま
で
に
赤
字
解
消

と
国
保
税
統
一
を
求
め
た
国
保
運

営
方
針
の
変
更
を
要
請
し
ま
し
た
。

健
康
企
画
の
新
垣
盛
秀
氏
よ
り
無

料
低
額
診
療
事
業
の
県
立
病
院
等

へ
の
拡
大
や
関
係
機
関
へ
の
周
知

を
要
請
。
県
庁
と
し
て
も
検
討
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
険
医
協
会
よ
り
通
院

で
も
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
中

学
卒
業
ま
で
２
０
２
１
年
度
ま
で

10
、
11
月
の
つ
な
が
り
づ
く
り

強
化
月
間
が
終
わ
り
ま
し
た
。
昨

年
に
引
き
続
き
、
新
病
院
建
設
成

　
戦
後
最
悪
の
医
療
介
護
改
悪
計

画
が
進
む
中
、
今
年
の
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
10
月
�1
日
の
石
垣

市
を
皮
切
り
に
30
自
治
体
を
訪
問

し
、
医
療
、
介
護
、
こ
ど
も
、
障

害
者
、
生
保
、
年
金
の
�
項
目
に

わ
た
っ
て
、
住
民
福
祉
向
上
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
し
め
く
く
り
と
な
る
沖

縄
県
庁
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
は
、
15
団

体
か
ら
��
名
が
参
加
。
冒
頭
、
沖

縄
医
療
生
協
の
照
屋
智
恵
氏
よ
り

「
手
遅
れ
死
亡
事
例
」
を
報
告
。
全

国
で
��
例
、
県
内
で
も
�
例
あ
り
、

政
府
の
制
度
改
悪
が
続
け
ば
、
さ

ら
に
事
態
が
悪
化
し
か
ね
な
い
と

11
月
15
日
（
金
）、
ユ
イ
ン
チ

ホ
テ
ル
南
城
に
お
い
て
「
わ
た
し

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
〜
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
医
療

制
度
研
究
会
理
事
長
本
田
宏
先
生

の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
を
聴
い
て
、日
本
の
医
療
、

社
会
保
障
の
現
状
と
な
ぜ
日
本
の

医
療
・
社
会
保
障
制
度
が
ど
ん
ど

ん
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
、

そ
の
カ
ラ
ク
リ
・
仕
組
み
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
田
先
生
は
、
長
い
間
医
師
と

し
て
医
療
の
現
場
で
働
い
て
こ
ら

れ
還
暦
を
機
に
退
職
、
こ
れ
ま
で

の
医
療
現
場
で
の
体
験
か
ら
、
日

本
の
医
療
・
社
会
保
障
制
度
は
こ

の
ま
ま
進
む
と
崩
壊
す
る
、
と
心

を
痛
め
な
が
ら
、
し
か
も
患
者
や

国
民
に
は
そ
の
実
態
が
見
え
づ
ら

く
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、

自
ら
多
く
の
人
た
ち
に
そ
の
実

態
、
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
一

緒
に
考
え
行
動
し
、
そ
の
動
き
を

止
め
さ
せ
よ
う
と
の
一
念
か
ら
全

国
で
の
講
演
活
動
を
続
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
講
演
は
時
々
笑
い
を
誘
い
な
が

ら
の
話
術
で
、
聴
く
人
た
ち
を
飽

き
さ
せ
ず
、
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　
本
田
先
生
も
著
書
「
社
会
保
障

切
り
捨
て
日
本
へ
の
処
方
せ
ん
」

で
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
は
多
く
の
国
民
に
医
療
現

場
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
今
回

の
講
演
を
よ
り
多
く
の
組
合
員
、

特
に
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
聴
い

て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
生
き
る

か
」
は
、
そ
の
実
践
を
通
し
て
答

え
が
出
せ
る
よ
う
に
。
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と
よ
み
生
協
病
院
の
建
設
、
沖
縄

協
同
病
院
の
東
棟
の
増
築
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
3
病
院
の
建
設
増

築
に
は
１
０
６
億
円
の
資
金
が
必

要
で
す
。
こ
の
う
ち
、
自
己
資
金

と
し
て
�
億
円
を
出
資
金
で
ま
か

な
う
計
画
で
す
。
そ
の
た
め
に
毎

年
�
億
円
の
増
出
資
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
利

用
で
き
る
病
院
づ
く
り
に
む
け

て
、
引
き
続
き
、
レ
イ
ン
ボ
ー
増

資
と
合
わ
せ
増
資
運
動
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ຊ
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に
実
現
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。
県
庁
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
翌
日
の

Ｒ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
と
琉
球
新
報
に
も
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
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２
年
半
前
の
南
城
市
支
部
結

成
か
ら
支
部
長
を
受
け
、
3
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
総

代
会
で
理
事
と
な
り
、
職
責
の

大
き
さ
に
「
大
変
だ
！
」
の
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
医
療
生
協
の
活
動
は
�0
年
程

前
に
な
り
ま
す
が
、

佐
敷
町
の
時
に
組
合

員
健
診
を
バ
ス
で
出

張
し
て
津
波
古
地
域

で
行
っ
た
こ
と
が
思

い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

活
動
も
変
わ
り
ま
し

た
が
、
四
つ
の
課
題
を
正
面
に

取
り
組
み
、
新
5
か
年
計
画
の

中
部
協
同
病
院
の
新
築
や
と
よ

み
生
協
病
院
の
建
て
替
え
、
沖

縄
協
同
病
院
の
増
築
と
、
新
し

い
事
業
展
開
に
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
！

新理事の自己紹介
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毎
月
開
か
れ
る
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
は
名
護
三
支
部・大
宜
味
村・

伊
江
島
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
伊
江
島
か
ら
の
参
加
は
、
天

候
や
仕
事
に
左
右
さ
れ
な
か
な
か

参
加
で
き
な
い
の
が
現
実
、「
そ

れ
な
ら
本
島
の
メ
ン
バ
ー
が
伊
江

島
に
渡
れ
ば
い
い
！
」
と
決
め
た

の
は
8
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
し

た
。し
か
し
計
画
し
て
い
た
9
月
、

10
月
は
、
台
風
の
影
響
で
断
念
し

ま
し
た
。
そ
し
て
3
度
目
の
正
直

つ
い
に
11
月
�
〜
�
日
、
念
願
か

な
っ
て
無
事
に
伊
江
島
に
渡
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
伊
江
島
支

部
の
運
営
委
員
会
も
か
ね
て
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
は
、
伊

江
島
支
部
の
運
営
委
員
の
み
な
さ

ん
や
島
の
皆
さ
ん
と
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
含
め
て

み
な
さ
ん
と
し
っ
か
り
交
流
し
、

ま
た
伊
江
島
の
皆
さ
ん
の
努
力
・

奮
闘
を
知
り
、
い
っ
ぱ
い
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　
翌
日
午
前
中
は
、
伊
江
島
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
わ
び
あ
い
の
里

の
謝
花
悦
子
さ
ん
か
ら
、
伊
江
島

で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓
練
等
現
況

を
お
聞
き
し
、
そ
の
後
ガ
イ
ド
の

安
保
さ
ん
に
ア
ハ
ジ
ャ
ガ
マ
や

強
化
さ
れ
た
米
軍
基
地
に
よ
る

影
響
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
外
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
刻

ま
れ
た
乞
食
行
進
の
時
に
作
ら
れ

た
琉
歌
を
、
ガ
イ
ド
の
安
保
さ
ん

が
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
木
の
上

の
軍
隊
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
に
も
行
き

ま
し
た
。
一
年
に
一
回
は
伊
江
島

開
催
も
良
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

　
つ
な
が
り
づ
く
り
強
化
月
間
は

終
了
し
ま
し
た
が
、
支
部
が
一
丸

と
な
っ
て
支
部
目
標
達
成
に
向
け

て
頑
張
り
ま
す
。
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11
月
1�
日
（
日
）、
豊
見
城
総

合
公
園
遊
戯
広
場
に
て
、
豊
見
城

ブ
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
山
川
仁
豊
見
城

市
長
が
お
忙
し
い
と
こ
ろ
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
り
、
来
賓
あ
い
さ
つ

を
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
も

良
く
、参
加
者
が
��
名
、参
加
チ
ー

ム
数
1�
チ
ー
ム
で
行
い
、
皆
さ
ん

笑
顔
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し
、
様
々

な
賞
を
設
け
て
、
ケ
ガ
人
も
出
る

こ
と
な
く
無
事
に
終
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
職
員
参
加
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
来
年
度
は
多
く
の

職
員
が
参
加
し
、
組
合
員
さ
ん
と

の
交
流
の
場
に
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。
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日
々
の
努
力
・
奮
闘
で

　
　
　
　
　
　元
気
も
ら
う

日
々
の
努
力
・
奮
闘
で

　
　
　
　
　
　元
気
も
ら
う

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
JO
伊
江
島

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
JO
伊
江
島
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晴天のもと笑顔でプレー
๛ݟ
ϒϩοΫ

晴天のもと笑顔でプレー
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ΞϋδϟガϚલでઆ໌Λड͚ΔࢀՃऀ

ԭೄҩྍੜͩڠΑΓ

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

あかるいまちɹҬまる͝と݈߁づくり ୈ�13߸ �0191�݄̑ൃ（5）ߦ



̍໘͍ͯ͠ࡌܝʹ্ࠨ·͢ɻԠืͷํ๏ɺ໊͓લɾॅ所ɾϖοτͷछྨͱ໊લɾίϝ
ϯτΛ໌هͷ্ɺը૾σʔλΛష͠ɺԼهͷϝʔϧΞυϨε·Ͱ͓ૹΓԼ͍͞ɻ࠾༻
͞ΕͨํʹਤॻΧʔυʢ500円ʣΛਐఄ͍͍ͨ͠·͢ɻ͝Ԡื͓͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

※画像データは、ご自身で撮影されたものをお願いします。インターネット上のデータは
　著作権侵害になる可能性がございますのでご遠慮下さい。

ࣂ ͍ ओɿఈ༸೫͞Μ ɹ໊�લɿͣ͢ΓΜͪΌΜ
छ�ྨɿϤʔΫγϟʔςϦΞʢݘʣ
ίϝϯτɿզ͕ՈͷΘ͕··ͳঁ࢛Ͱ͢ɻ͏ ͪʹདྷͯ 1 年Ͱ 1�5LH େ͖͘
ɹɹɹɹɹͳΓ·ͨ͠ʂ

ओɿఈ༸೫͞Μ ɹ໊�લɿͣ͢ΓΜͪΌΜ
oh my ペットoh my ペット

ࣗຫͷϖοτͷࣸਅΛେืू

ϝʔϧΞυϨεɿPLJJTFJLZPEBZPSJ!ZBIPP�DP�KQ
͍߹Θͤઌɿԭೄҩྍੜڠまͪͮ͘Γਪਐ෦ɹὸ���������

今月の

߹ͤઌɿԭೄҩྍੜڠまͪͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&-�������������

ᶃಹɾೆ෦ࣨڭ ͱΑΈੜڠපӃ̓֊ے��τϨࣨ

ୈ ɾ̍̎ ɾ̐ ਫ༵� ࣌ʙ̓࣌̒ޙޕ
ຖि༵ۚ� ��࣌��ʙ̓࣌̒ޙޕ
12 月 4ʢਫʣɺ6ʢ金ʣɺ11ʢਫʣɺ1�ʢ金ʣɺ
20ʢ金ʣɺ25ʢਫʣɺ2�ʢ金ʣ

ᶄӜఴࣨڭ ӜఴڠಉΫϦχοΫ��௨所Ϧϋࣨ

ୈ ɾ̎̐ ༵ɹ࣌̒ޙޕʙ̓࣌
12 月 12ʢʣɺ26ʢʣ

ᶅटཬࣨڭɹटཬڠಉΫϦχοΫ��௨所Ϧϋࣨ
ຖिਫ༵ɹ࣌̑ޙޕ��ʙ̒࣌��
12 月 4ʢਫʣɺ11ʢਫʣɺ18ʢਫʣɺ25ʢਫʣ

ᶆ෦ࣨڭɹΜΔڠಉΫϦχοΫ��組合員ར༻ࣨ
ຖि༵ɹ࣌̎ޙޕ��ʙ̏࣌��
1̎月 5ʢʣɺ12ʢʣɺ19ʢʣɺ26ʢʣ

ᶇখےτϨࣨڭɹখࢢӦॅूձ所
ຖि༵ۚɹޕલ࣌��ʙ࣌��
12 月 6ʢ金ʣɺ1�ʢ金ʣɺ20ʢ金ʣɺ2�ʢ金ʣ

ᶈզಹڭ ʢࣨ͘͞Β൝ʣ ๛ݟࢢզಹެຽؗ

ຖि༵ɹ࣌̓ޙޕ��ʙ̔࣌��
12 月 5ʢʣɺ12ʢʣɺ19ʢʣɺ26ʢʣ

��݄
のఔ

߹ͤઌɿԭೄҩྍੜڠまͪͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&-�������������

ダイエットウォーク＆気功
ୈ̏ਫ༵ɹ࣌̒ޙޕ ��ʙ̔࣌ɹ1̎月 18ʢਫʣ

スクエアステップ教室
ୈ ɾ̎�Ր༵ɹ࣌̏ޙޕʙ̐࣌ɹ12月 10ʢՐʣɺ24ʢՐʣ

ͱΑΈੜڠපӃ̓֊ے��τϨࣨ

ͱΑΈੜڠපӃ̓֊ɹ組合員ར༻ࣨ

ͱ͜Ζɿԭೄ合ಉ๏ࣄ所ʢಹຽओྍ所ݐʣ
ରɹɿҩྍੜڠ組合員
୲ɹɿࣄ所所ଐͷหަ͕࢜ޢͰड͚ͪ࣋·͢
Έɾ͍߹Θͤઌʣࠐのํɺͪ͜ΒまͰʢ༧ਃ͠ر͝˙
ԭೄ߹ಉ๏ࣄॴ�ὸ�������������住所：那覇市松尾２-17-34
ฏɺޕલ࣌̕ʙ ࣌ʙ̑࣌̍ޙޕɹ࣌12 �0ʹ͝࿈བྷԼ͍͞ɻ

無料法律相談のご案内

��݄
のఔ 筋トレ　  教室健　康

づくり（　　 ）

ಹࢢɺࢳຬࢢɺ
ԭೄࢢɺ
͏Δ·ࢢੴɺ
ೆ෩ݪொ

͓߹ͤઌɿ沖縄医療生協հۀࣄޢ՝
5&-ɿ���ô���ô����ʢྑʣ

˗�ແऀ֨ࢿͰ̤̠
૬ஊՄؒ࣌ۈ�˗
͚ͨʹऔಘ֨ࢿ�˗
ɹ�ԉॿ੍͋り·すʂ

ۈ



ͱɹɹ͖ɿ2020年̎月16ʢʣ
ɹɹɹɹɹޕલ̔࣌डɺ࣌̕։ձࣜɺ
ɹɹɹɹɹ̕20࣌ରઓ։࢝
ͱ ͜ ΖɿԭೄڠಉපӃ̏֊ߨಊ
ࢀ Ճ අɿ1,000円ʢหؚΉʣ
ର ઓ ๏ɿ̖組ʢ̑ʙ̒ஈʣ̗組ʢ̏ʙ̐ஈʣ
ɹɹɹɹɹ̘組ʢॳʙ̎ஈʣ̙組ʢڃɹ組ʣ
組合員ɺୠ͠ɺՃೖՄɻڠՃ資֨ɿҩྍੜࢀ
ਃࠐకɿ2020年̎月10ʢ月ʣ·Ͱ
ɹɹɹ ʢͷਃࠐΈͰ͖·ͤΜʣ

沖縄医療生協
第４回 新春囲碁大会

まͪͮ͘Γਪਐ෦ɹ5&-�������������ɹ'"9�������������

ԭೄҩྍੜͩڠΑΓ

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

あかるいまちɹҬまる͝と݈߁づくり ୈ�13߸ �0191�݄̑ൃߦ （�）



タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
夜
、
子
ど
も
達

に
贈
り
物
を
届
け
る
と
い
う
白
ひ

げ
の
老
人
。

2
、
食
用
と
さ
れ
る
ハ
ス
の
地
下
茎
。

3
、
将
棋
・
チ
ェ
ス
・
す
ご
ろ
く
な
ど

で
、
盤
上
に
並
べ
て
動
か
す
も
の
。

4
、
事
柄
の
本
質
を
う
ま
く
と
ら
え
た

言
葉
。

7
、
期
待
し
た
よ
う
に
な
ら
ず
、
心
残

り
で
あ
る
こ
と
。
残
念
に
思
う

こ
と
。

9
、
今
月
の
次
に
来
る
べ
き
月
。
次

の
月
。

11
、
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ

12
、
レ
ー
シ
ン
グ
○
○
、
ス
ポ
ー
ツ
○

○
、
ソ
ー
ラ
ー
○
○

13
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
。
今
後
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
警
報
・
時
報
な
ど
に
使
わ
れ
る
音

響
発
生
装
置
。

3
、
稲
の
種
子
か
ら
も
み
殻
を
取
り

去
っ
た
も
の
。

5
、
姉
と
妹
。
女
の
き
ょ
う
だ
い
。

6
、
互
い
に
勝
利
を
争
う
こ
と
。
互

い
に
張
り
合
う
こ
と
。

8
、
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
、
あ
る
地

点
と
他
の
地
点
と
の
間
。

9
、
○
○
○
語
、
○
○
○
音
楽

10
、
物
事
の
筋
道
を
述
べ
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
述
べ
た
も
の
。
意
見
。

11
、
普
通
と
よ
う
す
が
違
っ
て
い
る

こ
と
。
不
思
議
な
こ
と
。

12
、
喜
ん
で
む
か
え
る
こ
と
。
喜
ん

で
受
け
入
れ
る
こ
と
。

14
、
木
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
、
メ
タ
ル

な
ど
で
つ
く
っ
た
細
長
い
板
。

ま
た
そ
れ
を
両
足
に
つ
け
、
雪

上
を
滑
る
こ
と
。

15
、
何
か
を
す
る
と
き
に
ほ
か
の
物

事
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
情
。
わ

け
。

二
重
枠
の
ヒ
ン
ト

　

効
果
が
す
ぐ
に
は
っ
き
り
と
現
れ

る
こ
と
。

શ࢛ࠃ՝ͷ౸ୡ
10 月 2019年ྦྷܭ ܭྦྷ

組合員;͠ʢ人ʣ �26 1,2�0 95,965
出資金;͠ʢ千円ʣ 12,009 �6,648 1,846,148
൝ͮ͘Γʢ൝ʣ 2 20 �8�
୲͍ख;͠ʢ人ʣ 11 51 996

୲いख;しにͭいͯは、ݱをͯͤࡌいます。

作・島袋　聡

ふ
れ
あ
い
広
場

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ఆ
ྫ
ཧ
ࣄ
ձ
ͩ
よ
Γ

◎
第
��
期
第
�
回
理
事
会
が
��
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

߹һͷօ༷
大切な出資金をお預かりしています。
住所や電話番号など変更がある場合は、
お手数ですが「まちづくり推進部」まで
ご連絡ください。TEL 098-850-9004

Թ
ஆ
Խ
の
Ө
ڹ

9
月
、
10
月
と
台
風
に
よ
る
豪
雨
で

岩
手
県
、宮
城
県
や
千
葉
県
な
ど
二
度
、

三
度
の
水
害
に
見
舞
わ
れ
、
ご
苦
労
い

か
ば
か
り
か
と
心
が
痛
み
ま
す
。
温
暖

化
の
影
響
が
い
よ
い
よ
顕
著
に
な
っ
て

き
た
の
か
と
不
安
で
す
ね
。

ά
Ϩ
λ
ớ
ಹ

ࢢ
Ờ


ϩ

ϩ
ỏ
Ξ
λ
ϑ
λ

　
急
用
で
10
数
年
ぶ
り
に
東
京
へ
行
き

ま
し
た
。
羽
田
空
港
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
、

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
で
ア
タ
フ

タ
し
…
都
会
で
は
歩
く
こ
と
、
歩
く
こ

と
…
車
社
会
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
に
は

き
つ
い
よ
〜
⽏
と
、
足
の
衰
え
を
実
感

し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

ͪ
͍

͋
ͪ
Ỵ
Μ
ớ
๛
ݟ

ࢢ
Ờ

ফ
අ
੫
ର
ࡦ

　
消
費
税
ア
ッ
プ
で
家
計
も
苦
し
く
な
り

ま
し
た
。
毎
日
の
買
い
物
な
る
べ
く
お
さ

え
て
サ
イ
フ
は
千
円
だ
け
入
れ
て
無
駄
買

い
し
な
い
工
夫
。
家
庭
菜
園
で
食
べ
る
も

の
は
作
り
ま
す
。

ಡ
ॻ
ͷ
ळ
͞
Μ
ớ
๛
ݟ

ࢢ
Ờ

ܧ
ଓ

ྗ
ͳ
Γ

　
去
年
は
ひ
と
月
し
か
挑
戦
で
き
な
か
っ

た
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
し
た
が
、
今

年
は
3
か
月
間
き
っ
ち
り
と
挑
戦
で
き
ま

し
た
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
今
後
も
年

間
通
し
て
実
践
す
る
つ
も
り
で
す
。


Ֆ

ߟ
ớ
ಡ
୩
ଜ
Ờ

� � � �

�

� �

� �

�� ��

�� ��

�� ��

２
０
１
９
年
��
月
号　
４
１
�
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答

Π
ク
υ

Φ
ϯ

当
選
者

・
東
恩
納　
千
賀
子
（
う
る
ま
市
）

・
池　
原　
一　
正
（
う
る
ま
市
）

・
安　
里　
キ
ヨ
子
（
西
原
町
）

・
大　
江　
長
次
郎
（
那
覇
市
）

・
あ
や
め　
　
　
　
（
那
覇
市
）

・
坂　
本　
一　
洋
（
那
覇
市
）

・
阿
波
根　
昌　
宏
（
那
覇
市
）

・
西　
山　
満　
子
（
那
覇
市
）

・
大　
浜　
美
枝
子
（
那
覇
市
）

・
知　
念　
秀　
子
（
那
覇
市
）

・
與　
座　
　
　
貢
（
南
風
原
町
）

・
美
底
の
み
ー
ち
ゃ
ん
（
豊
見
城
市
）

・
喜　
納　
洋　
子
（
豊
見
城
市
）

・
大　
城　
宗　
真
（
豊
見
城
市
）

・
比　
嘉　
睦　
子
（
豊
見
城
市
）

3�
名
の
応
募
が
あ
り
37
名
が
正
解
し
ま

し
た
。
抽
選
で
15
名
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

˓ Ϛεに͑をه入し、２ॏのจࣈのώントをߟࢀに
ฒସ͑てԼさい。

˓ కめ切り2020１݄15（ਫ）です。（ফҹ༗ޮ）
˓ Ϋϩεϫーυύζルのղɾબऀ�15߸（2020

２݄̑ൃߦ）です。
˓ ϋΨキに͑ɾॅॴɾ໊ࢯɾҰݴίϝントをࡌهし͓ૹりԼ

さい。ਖ਼ղऀのதから15໊にਤॻΧーυをଃఄします。
˙�ૹりઌɹ�˟ ��������๛ݟࣈࢢਅڮۄ�����（̔֊）
ɹɹɹɹɹԭೄҩྍੜڠຊ෦�·ちͮ͘りਪਐ෦
ɹɹɹɹɹὸ������������

Ԡืのํ๏

《
報
告
事
項
》

１
、
各
種
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

２
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
第
��

回
報
告
に
つ
い
て

《
決
議
事
項
》

１
、
と
よ
み
生
協
病
院
借
地
（
豊

見
城
市
所
有
）
売
買
契
約
に

伴
う
借
入
金
額
に
つ
い
て

２
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
工
事

費
に
伴
う
銀
行
借
入
金
額
に

つ
い
て

《
協
議
事
項
》

１
、
２
０
１
９
年
度
つ
な
が
り
づ

く
り
強
化
月
間
に
つ
い
て

２
、
上
期
決
算
に
つ
い
て

３
、
組
合
員
脱
退
時
の
必
要
書
類

に
つ
い
て

４
、
２
０
１
９
年
秋
闘
に
つ
い
て

５
、
沖
縄
を
見
つ
め
て
未
来
へ

「
平
和
絵
画
展
」
の
後
援
依

頼
に
つ
い
て

ԭೄҩྍੜͩڠΑΓ

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

あかるいまちɹҬまる͝と݈߁づくり ୈ�13߸ �0191�݄̑ൃߦ（�）



❶  卵白に塩ひとつまみを入れ、Aのグラニュー糖を入
れ、ボウルをひっくり返しても落ちないくらいまで
泡立てる。

❷  プリンを耐熱容器に入れ、600Ｗで1～２分程度加
熱し、完全に溶かす。溶けないようなら追加加熱す
る。オーブンを160度に予熱する。

❸  プリンが人肌程度に冷まったら、卵黄、Bのグラ
ニュー糖、溶かしたプリンの１/2、小麦粉をよく混
ぜる。

ྉࡐ

老人保健施設かりゆしの里
管理栄養士

Γํ࡞ ❹ ❸が混ざったら残りのプリンを入れ更によく混ぜ、❶を1/3づつ
入れさっくりと切るように混ぜなじませる。これを３回にわけて
繰り返し混ぜ合わせる。

❺  20㎝のシフォン型（なければ普通のケーキ型でも可）に高いと
ころから流しいれ、型をトントンと軽くたたいて空気を抜く。
160～170度で50～55分様子を見ながら焼く。

❻ 焼きあがったら焼き縮みを防ぐため逆さにする。あら熱がとれた
ら型から外す。

卵白
塩
Ｂグラニュー糖
３連プリン（普通サイズのプッチンプリンの大きさ）
ホイップクリーム　（お好みで）
トッピングシュガー（お好みで）

…………………６個分
………………ひとつまみ

………大１

Ａグラニュー糖
卵黄
小麦粉

………大４
…………………６個分
………………120ｇ

……３個分

金城　喜久乃 ϓϦϯΛೖΕΔ͜ͱͰΧεςϥͷΑ͏ͳ৯ͨ͑͝ͷ͋ΔέʔΩʹͳΓɺͦ ͷ
··৯ͯඒຯ͍͠Ͱ͢ɻ͓ ΈͰϑϧʔπΛͷͤͨΓɺ্ ʹάϥχϡʔ
Λ;ͬͯɺόʔφʔͰ͋Ϳ্ͬͯද໘ʹΧϥϝϧΛͯͬ࡞ඒຯ͍͠Ͱ͢ɻ

ྉࡐ
卵白…………………６個分 Ａグラニュー糖………大４

プリンシフォンケーキプリンシフォンケーキ

છͱ͔ͨͨ͏ײ ԭೄڠಉපӃ̏֊ࣨەࡉ�

作品コーナー作品コーナー

　

来
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
合
わ
せ

て
、
段
ボ
ー
ル
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
絵
を
書
き
ビ
ー
ズ
で
飾
り
つ

け
を
す
る
手
工
芸
を
行
い
ま
し
た
。

　
首
里
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
利
用
者

平
均
85
歳
で
す
が
、
み
ん
な
一
生
懸

命
取
り
組
み
ま
し
た
。「
来
月
は
ク

リ
ス
マ
ス
な
ん
だ
ね
〜
早
い
ね
〜
」

と
季
節
感
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

1�
月
前
半
ま
で
デ
イ
ケ
ア
に
飾
り

ま
す
の
で
、
近
く
を
通
る
際
は
見
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。
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ཬ
ڠ
ಉ
Ϋ
Ϧ
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Ϋ
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ඒ

首
里
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

首
里
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

ֆɿ上原 ത

日
本
全
国
４
４
都
道
府
県
、４
３
０
回
以
上
開
催
、

　
　    

大
人
気
の
憲
法
講
座
、つ
い
に
沖
縄
初
上
陸
！　
　
　
　
　

『
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
講
演
会

in
沖
縄
』ͷ
͓

Β
ͤ

　
今
一
番
わ
か
り
や
す
い
と
評
判

の
憲
法
入
門
書
『
檻
の
中
の
ラ
イ

オ
ン
』
著
者
、
楾
大
樹
（
は
ん

ど
う
た
い
き
）
氏
の
講
演
会
の

お
知
ら
せ
で
す
。

　

楾
大
樹
氏
は
広
島
の
弁
護
士
。

２
０
１
３
年
に
本
書
を
刊
行
。
そ

れ
以
来
、
パ
ペ
ッ
ト
を
使
っ
て
落

語
の
よ
う
な
軽
快
ト
ー
ク
で
笑
い

な
が
ら
楽
し
く
、
初
心
者
に
も
憲

法
の
本
質
が
み
る
み
る
わ
か
っ
て

し
ま
う
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
０
年
に
改
憲
を
し
よ

う
と
す
る
動
き
が
本
格
化
し
て
い

く
中
で
、
憲
法
の
重
要
性
に
気
づ

い
た
市
民
が
、
こ
の
こ
と
を
知
ら

せ
な
く
て
は
！
と
『
檻
の
中
の
ラ

イ
オ
ン
』
を
広
め
る
活
動
が
活
発

化
。『
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
』
の

チ
ェ
ー
ン
は
つ
な
が
り
、
そ
の
輪

は
広
が
っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
満
を
持
し
て
の
沖
縄
開
催

と
な
り
ま
す
。
お
友
達
、
ご
家
族

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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季
節
は
も
う
す
ぐ

　
ク
リ
ス
マ
ス
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